
提

出

者

市

村

浩

一

郎

平
成
十
八
年
六
月
七
日
提
出

質
問
第
三
〇
九
号

地
方
財
政
と
下
水
道
整
備
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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地
方
財
政
と
下
水
道
整
備
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
下
水
道
協
会
発
行
の
下
水
道
統
計
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
五
年
度
の
下
水
道
管
理
費
総
額
は
二
兆
二
、
九
三
〇
億
円
で
、

料
金
不
足
額
は
九
、
八
七
七
億
円
、
累
積
不
足
額
は
十
年
間
で
八
兆
四
、
七
七
四
億
円
に
上
り
、
年
々
増
え
続
け
て
い
る
。
料

金
不
足
額
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
の
大
き
な
財
政
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
下
水
道
事
業
は
、
効
率
の
悪
い
五
万
人
以
下
の
市
町
村
に
移
る
。
下
水
道
未
整
備
人
口
四
、
七
六
二
万
人
を
す

べ
て
下
水
道
で
整
備
す
る
と
、
七
〇
兆
円
以
上
の
建
設
費
が
必
要
と
な
る
と
の
試
算
に
な
る
。
下
水
道
事
業
を
現
行
の
制
度
の

ま
ま
で
進
め
る
と
、
さ
ら
に
地
方
自
治
体
の
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
地
方
分
権
に
よ
る
財
政
再
建
の
課
題
に

も
影
響
を
与
え
る
。

生
活
排
水
を
処
理
す
る
方
法
と
し
て
は
下
水
道
の
ほ
か
浄
化
槽
に
よ
る
方
法
が
あ
る
。
浄
化
槽
は
、
平
成
十
二
年
の
単
独
浄

化
槽
新
設
廃
止
を
受
け
、
平
成
十
五
年
度
に
は
年
間
二
二
万
基
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
下
水
道
建
設
費
に
換
算
す
る
と
一
兆
円

規
模
で
あ
る
。

現
在
設
置
済
み
の
浄
化
槽
（
合
併
）
人
口
一
、
〇
〇
〇
万
人
を
下
水
道
に
繋
ぎ
込
む
必
要
の
な
い
も
の
と
認
知
す
る
と
、
一

五
兆
円
の
建
設
費
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
生
活
排
水
未
処
理
人
口
三
、
七
〇
〇
万
人
の
五
〇
％
を
浄
化
槽
で

一



整
備
す
る
と
、
下
水
道
の
建
設
費
は
二
七
兆
円
減
額
に
な
り
、
合
計
は
四
二
兆
円
に
な
る
。

平
成
十
七
年
度
の
生
活
排
水
関
連
予
算
は
下
水
道
八
、
七
四
九
億
円
、
農
集
排
四
二
二
億
円
、
浄
化
槽
一
五
九
億
円
計
九
、

三
三
〇
億
円
で
あ
っ
た
。
今
後
、
枠
組
み
を
生
活
排
水
一
括
交
付
金
と
し
て
統
合
し
、
国
費
を
六
、
〇
〇
〇
億
円
以
下
に
削
減

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
自
治
体
の
創
意
と
工
夫
が
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
地
方
自
治
体
の
財
政
負
担
も
軽
減
さ
れ

る
。そ

の
観
点
に
立
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

全
国
の
下
水
道
に
お
け
る
経
費
回
収
率
（
処
理
原
価
に
対
す
る
使
用
料
単
価
の
割
合
）
が
公
共
下
水
道
で
六
四．

九
％
、

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
で
二
七．

五
％
の
水
準
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、

ど
の
よ
う
に
対
策
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
か
を
伺
い
た
い
。

二

「
下
水
道
事
業
の
管
理
・
運
営
費
用
の
す
べ
て
を
回
収
で
き
る
水
準
の
下
水
道
使
用
料
金
」
は
標
準
世
帯
で
年
額
い
く
ら

に
な
る
か
、
供
用
開
始
十
年
以
内
の
処
理
計
画
人
口
五
万
人
規
模
及
び
二
万
人
規
模
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

三

平
成
十
年
度
か
ら
下
水
道
事
業
に
事
業
評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
新
規
事
業
採
択
時
評
価
を
実
施
し
た
下

水
道
事
業
の
数
と
そ
の
結
果
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
事
業
数
を
伺
い
た
い
。

二



四

下
水
道
事
業
の
認
可
申
請
時
に
お
い
て
、
建
設
財
源
及
び
維
持
管
理
財
源
に
関
す
る
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
財
源
計
画
は
、
認
可
に
あ
た
り
ど
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
を
伺
い
た
い
。

五

地
方
財
政
計
画
に
お
け
る
基
準
財
政
需
要
額
算
定
に
係
る
下
水
道
管
理
費
の
過
剰
算
入
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

見
直
し
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減
額
は
ど
の
程
度
か
。
ま
た
、
下
水
道
経
営
に
与
え
る
影
響
及
び
財
源
確
保
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

六

今
後
下
水
道
整
備
の
重
点
が
人
口
五
万
人
以
下
の
市
町
村
に
移
る
が
、
例
え
ば
人
口
二
万
人
規
模
の
下
水
道
建
設
で
は
、

建
設
費
約
三
〇
〇
億
円
、
起
債
額
約
一
六
八
億
円
が
見
込
ま
れ
、
四
五
年
間
の
管
理
・
運
営
費
は
起
債
元
利
合
計
が
約
二
六

五
億
円
、
維
持
管
理
費
が
約
七
八
億
円
に
な
る
。
一
方
、
下
水
道
料
金
収
入
は
現
行
の
料
金
水
準
で
は
約
八
八
億
円
し
か
見

込
め
ず
、
起
債
償
還
に
対
す
る
不
足
分
は
ど
の
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
の
か
を
伺
い
た
い
。

七

下
水
道
経
営
に
関
す
る
情
報
開
示
、
と
り
わ
け
費
用
と
料
金
負
担
の
関
係
等
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
開
示
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
、
平
成
十
六
年
十
二
月
十
六
日
付
け
で
「
各
都
道
府
県
下
水
道
担
当
部
長
・
各
政
令
指
定
都
市
下
水
道
担
当
局

長
」
宛
に
、
「
国
土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備
局
下
水
道
部

下
水
道
企
画
課
下
水
道
管
理
指
導
室
長
」
名
で
『
下
水
道
経

営
に
関
す
る
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
』
と
い
う
指
導
文
書
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
効
果
を
伺
い
た
い
。

三



八

浄
化
槽
は
補
助
金
を
投
入
し
た
国
の
財
産
で
あ
り
、
既
設
の
浄
化
槽
（
合
併
）
を
下
水
道
に
繋
ぎ
込
む
必
要
の
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
五
兆
円
以
上
の
財
政
削
減
に
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
浄
化
槽
（
合
併
）
を
下
水
道
に
繋
ぎ

込
む
行
為
は
、
国
の
財
産
を
更
に
税
金
を
投
入
し
て
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
浄
化
槽
を
下
水
道
に
繋
ぎ
込
む
必
要

の
な
い
も
の
と
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


